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箱庭作品に表現された女性の心理発達の一考察
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はじめに
本翁文の門的は.ある女性(Sさんとする)のー速の箱
庭作品をll!iして.ひとりの女性の生き方を考察するζと
にある。
昭和56年当時. Sさんは30代半ばの，小学校3年生の
男児と小学校 l年生女児をもっ母親であった。筆者の 1
人矢野がSさんと出会ったのはカウンセラーとしてでは
ない。矢野が母親の箱庭作品を集めている乙とを知った
小学校の教師から，紹介されたのがSさんであった。そ
の教師はSさんの長男(Hとする)の担任をしていた。 S
さんとしても，自分より年下で人生経験の乏しい矢野に
媛助を求める気持ちは希湾であったと恩われる。
箱庭療法においては，クライエントとセラピス卜の附
の「母子一体性jともいうべき関係により，クライエン
トの向己治衛力か働いて治療が進むとされている"0S 
さんと矢野の湯合は，年齢差を乙えた向性としての共感
があった Sさんはみすから箱庭を作り，それを眺める
乙とで自分を洞察していったのだが，矢野は立ち合うと
いう役割を受けもって，時間を共にした。 Sさんは箱庭
作成lζとりかかる前K必ず15分ほと無心に砂を撫でてい
たのである。砂の使用は治療的退行を促すとされている
が21 Sさんの場合も， E心にかえって「母なるものJ
IC触れて心開的1:守られるという経験をしたのではない
かと恩われる。
Sさんとは昭和56年10月から昭和57年4月までに，箱
庭作成を伴うd百獲を9回行った。その後も時折連絡をと
っている，
面接内容
1. 生育歴
Sさんは4人きょうたいの末子として，関西の小さな
( I ) 
町で鐙かな自然iζ留まれて育った。 Sさんのきょうだい
は上の2人と下の2人では母親が異なる。 Sさんにと勺
ては実母であるが.sさんに対して厳しかったので，継
母かと疑った乙とがあるという。 Sさんは自分の母親が
姑で苦労しているのを見て育ったので，自分の苫いたい
ことを仰える性格になった由である。
Sさんは受験をめぐって2つの大きな挫折を経験して
いる。高校受験の際，担任の教師iとより強制的iζ白分の
実力より下の高校を受けさせられたとと，そして大学進
学lと関して，ある親戚の人が.Sさんが女性だからとい
う!1M由で反対した乙と，である。 ζの2つの経験はSさ
んを深く傷つけた。捨て鉢になったSさんは勉強に身か
入らず，希笠の大学1:落ち.第二志望の大学K進む乙と
になったが，乙の挫折経験をバネにして.r社会に凶てか
らが勝負たJと自分を励まし，受験での失敗を巻き返す
ために，就験してからは精力的に働いたという。職織で
は栄~士として. 自分より年長の人を指導する立湯にあ
り，自分の能力を十分に出して働いた。男勝りのSdん
を.同僚は「結婚しでも.っとまらないだろう」と評し
ていたが. 5年間必死で働いて気が済んだ Sさんは見合
結婚をした。
結婚を機fLSさんは嫁として「母屋uに仕えるという，
それまでとは正反対の生活を送る乙とになった。姑の厳
しい対応に.rζれからは何でも言われた通りにしなけ
ればならなし、jと肝に銘じたそうである。「母展Jとは別
居しているが，近くに往んでおり，食事を一緒にする習
慣であったので.実質的には同居1:近かったようである
嫁いできた郎会の緑のない環境は，自然に閉まれて暮し
ていたSさんK対して息がつまるような印象を与えた。
近所の人たちに後ろ指をさされないように，と気をつか
うあまり，外出も極力避ける暮しを送るようになった。
ζのような心身両面の無狸がたたって.Sさんは流産を
? ?????? ?? 児蛮:学
くり返した。子どもが出来たのは， r馬鹿になる乙とが く絵を儲いたのに対し， Hの絵は赤が基調となっており，
できるようになってから」との乙とである。子育てに関 Hの攻感性を反映している。「花咲き山Jの話に山姥が登
しては.姑の協力が得られないばかりか，子育てを犠牲 場するが.それを絵IC.描いたのはHI人であったという。
にして「母屋」の用事を優先させて行うという有線であ 山姥は母性の否定的側面の象徴で=あるとされているヘ
った。 -fどもを冷たくっき離すととも，かわいさのあまり子と
矢野がSさんと出会った頃， 5さんはHの問題に気つ もに対して過干渉になる乙とも，共K母性の否定的側面
き始めており，それまで主として「母屋JK向けられて である。「母屋JK気をつかっていた頃のSさんは.Hに
いた関心が， HKも向けられるようになっていた。それ は冷淡な母親としてイメージされたかもしれない。Hに
までもHは50Sの信号を発していたにもかかわらず， 関心を向け始めた S さんが，次第に HI<::対して~干渉lζ
自分が受けとめてやらなかった，とSさんは反省してい なってゆき，面接終了後はそのような自分をコントロー
る。以前.Hは脚がふらふらするという症状を訴えた乙 ルするととが課題になったのだが， Hの絵はすでにその
とがあり.小児病棟に入院して検査を受けたが異常はな 乙とを予言していたかのようであった。
かった。入院中のHの心細さ，つらさをわかってやらず 3. 箱庭作品
K，たた・勉強が遅れるのではないかと心配した自分を， 第 l回箱庭(昭和56年10月6日) 作成時間:60分
S さんは責めているようであった。 S さんは湿らせた砂をなめらかな手つきで織で，~の
授業参観の臼に.たまたまHの絵をみてショックを受 感触を楽しむように山を作つては， ζわすζとをくり返
け，担任の教師と話し合った乙とが， 5さんに矢野と出 し，左上に山を作って玩具を置き始めた。
会うきっかけを与えた。
Hの 「花咲き山」の絵(図 I)をみて， 5さんは 「自分
は乙んなに子どもを追いつめていたのか」と樗然とした
という。Hの絵は他の生徒の絵とくらべてみると一風変
わっていたが，担任の教師はそれほと問題性を感じなか
ったという。日の絵がSさんにとって大いにショックだ
った理由は，それまでにもHの発していた信号の意味に
うすうす気づいていたものの，絵を見た瞬間にそれらが
一挙に押しよせてきたためではないだろうか。Sさんは
担任の教師と話し合った結果， Hとの接触をつとめて心
がけるようになった。 図2
右上には~を食む牛と白馬， 2本の樹のそばに茅廷の
家が2軒ずつある。右端中央には大きな白うさぎがb、る。
中央の池から右下jζ水が流れており，丸木の橋がかかっ
ている。池IC.は大きな岩.小さな員が2つ，水鳥が2羽
いる。左上の山の背後Kは針葉樹がそびえている。左下
1<: 2車干の家，犬と花が鐙かれている。
箱庭を作る間， 5さんは無心で落ち着いていたとしづ。
印象を求められて，矢野が右上の部分と白うさぎが宗教
的な感じがする乙とを伝えると，最近不動Eさんに詣った
とSさんは話し始めた。 Sさんは特に信仰をもっていた
図1 わけではないが， Hの乙とが気になり始めてから.なぜ
か流産した時の乙とが思い出されて詣る気になったとい
2. r花咲き山Jの総 う。矢野は，箱庭の意味はすぐにはわからない乙とが多
たしかにHの絵は大変示唆iζ富んだものであった。担 いので，後で全部の作品を通してとんな意味があったか
任の教師は「花咲き山」の話をした後， r乙れ乙そ自分の を考えてみようと提案した。
心に咲く花だ，というものを描きなさL、Jと指導したら Hのζとに話が及んで， Hが妹をいじめるとと .Hが
しい。多くの生徒か緑を基調として色とりどりの花が咲 赤ちゃん返りしてSさんに甘えるようになり.妹に嫉妬
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するので困っている乙とを諮った。
第2回箱庭(昭和56年10月20日) 作成時間:45分
砂を撫でながらしばらく話をした後，中央lζ池を鋸っ
た。池の中H:は岩が2つ， *.Ciが2羽，魚が4匹，美し
い貝が2つ置かれている。池のまわりは婦がめぐらされ
ている。右上は憾で図まれた牧草地で， 3頭の牛と青い
馬がいる。右端ICは両手をあげた努の子が2人.右下に
は花壇とブランコがある。左上は低い山で手前に樹が3
本立っている。その下に揺りか乙・IL乗った女の子が2人，
左下の樹のそばのベンチには女の子と黒人の男の子，そ
の傍らに犬がいる。中央上総には熊ともぐらか前後して
置かれている。
図3
矢野が，上端の熊が:m庭全体を見渡しているようにみ
えるという印象を伝えると， sさんははじかれたように
「それは私です。後ろのもく‘らは主人ですJと言った。夫
は乙のもぐらのようκ，いつも一歩さがって克ていてく
れるのだ，と子ともに対する夫の態度を説明した。
第3回箱庭(昭如56年IIRIO日) 作成時間 ・90分
砂を僚で，山を作つてはとわしながら話をした後，左
上lζ山を作って，右下から中央にかけて水の底面を出し
図4
た。水の部分4ζ ビー 司S，岩，船，ヨット，貝，亀を霞い
た後，陸の部分iζ玩具を並べた。両手をあげている男の
子と女の子が船を見送っており，その背後IL双子の女の
チがいる。左下の樹は倒れないように芯で押えてあり，
そばには犬小屋と一軒の家がある。箱の左端と上端iζ，
それぞれ上下.左右1:道がつけられている。右上の5本
の並木の後ろに5つの巻き貝が隠れている。その左lζ木
の箱とタイルがある。木の箱は家や椅子として用いられ
たのではなく ，具象性のない素材である。 Sdんは木の
箱がとても気に入って，なぜか使いたかった，無くては
図るものだと語った。
高校時代の先生から， i殻を破りなさいJと何度も言
われたζとが印象に残っていると， Sさんは言った。
HのSさんに対する甘えはますますひどくなり，乙れ
から先も赤ちゃん返りは続くのだろう，とSさんはため
息をついた。
第4回箱庭(昭和56年11月17日) 作成時間:45分
いつものように砂を燃でるうちに左右に山ができた。
左の山は右の山より大きいが，全体としてみると乳房の
ようである。次々と白馬，黒馬， 岩を罰き ，録後にもみ
じを3つ.はらはらと散らせた。川の流れのような線は
指でつけたもので.山と同様に砂を触っているうちに自
然にできたものである。
図5
玩具を選択する際，赤い自の白馬をみつけて使いたく
ないと患ったにもかかわらず，左下と右錦中央IL使って
しまっていたととにSさんは驚いた。しかし置いてみる
と嫌な感じはしなかったそうである。
Sさんは箱庭を作るのが楽しみで，プレイルームiζ来
るとホ yとする，砂を触っていると心が白紙に戻ってい
くようで安心感がある，と語った。
Sさんがうるさく言わないとHは勉強しない，うるさ
く言われる乙とに，よりかかっている面があるが，いつ
( 3 ) 
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かは自主的に勉強するようにならないと困るので，今後
はHIζ干渉しない乙とにするという決意をSさんは最後
に述べた。
第5回箱庭 (昭和56年12月 1日) 作成時間:40分
砂の山を作勺てはζわすことをくり返すうちに.左上
iζ山，右下K海ができた。海IC.は八角堂が浮かんでおり，
陵と橋でつながっている。岩のそばに小さな員がある。
図6
隆の右上にライオンが5頭.ti.下』ζキリンが3頭いる。
大きいキリンと中くらいのピンクのキリンは丁度ライオ
ンの方を向いている。小さいキリンはよそを向いている。
八角堂は使いたくなかった玩具であるが，乙うして置
いてみると嫌は感じはしない，とSさんは言った。
Hの幼少時について尋ねると.いたずらをしない良い
子だったという。当時Hが「悪い子jであったら，精神
的IC.耐えられなかっただろう，とSさんは回想した。
第6回箱庭(昭和56年12月15日) 作成時間:40分
砂を撫でた後，左上iζ山を作って トーテムポーノレを置
いた。迷い，思案しつつ玩呉を置いてゆき.iもう ζれ以
上作れません」と半ば諦めたように箱庭から離れた。
右上のプランコと人形のそばに，角のある魔女のよう
図7
な人形が立っている。左端のプラスチック雪国の汽車と上
総のワンワン保安官の債の青いトラックは半分砂iζ埋も
れている。交通標識が随所に散らばっている。
Sさんは受験にまつわる自分の姥折経験について諮っ
た。子どもには自分と同じような失敗をさせたくないと
いう一心で，子ともに勉強面で圧力をかけていた，とS
さんは反省した。子どもに干渉しないという意識的努力
1<:， Sさんの心がついていかないような印象会矢野は受
けた。
第 7回箱庭(昭和57年2月12日) 作成時間:60分
しばらく砂の感触を楽しんだ。後.中央K花をさし，花
の削IC.魚を置いた。右下IC大きな白い員を2枚，右上と
左下IL巻き員を置いた後，魚を泳がせて最後にビー玉を
散らせた。
図8
l月K義弟の結婚式があり， Sさんがその準備や手伝
いで忙しくしていた間は.Hがまた暴れて悪くなってい
たそうである。結婚式が終わってSさんはホッとしてい
るようにみえた。 f子どもは落ち着いている。私も変わ
ったと思うJと和やかな表情でSさんは語った。
第8回箱庭(昭和57年3月9日) 作成時間:45分
図9
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砂と戯れているうちに左上から右下，下端の左から右 れたものである。うさぎの象徴する意味は，卜リ yクス
へ，という 2つの流れができたが，後者は作成過程で消 ターとして神1(関わるものとされているへまた，白い
失して，左上から右下への流れが残った。左上は低い山 という性質は神秘的なイメージを与えるものであるへ
で背後に針葉樹と 2つの岩，中に小石の入った竹製の筒 白馬と一緒Iζ置かれた牛には.母性的なイメージがあ
が2つ並んで・いる。左下に茅葺きの家が4軒あり，右上 る。宗教的な玩具と母性的な玩具が混在しているのは，
の樹の下で白馬が2頭休んでいる。そばに牛が2頭，小 問題が宗教性と母性の両面を含むものである乙とを示し
牛が 1eJl遊んでいる。流れには虹のような橋がかかって ているのではないかと恩われる。
いる。中央の花の前には，それぞれハープとラ yパをも 池や海は母性を象徴するものだ、とされているが61 丁
ったねずみとうさぎが置かれている。 寧lζ作られた他の部分と比べて，池の掘られ方がぞんざ
Sさんが勉強の乙とで干渉しないようにしている乙の いであるので，池κ象徴される母性はSさんが乙れから
頃は， Hは生き生きと遊んでいるそうである。 Sさんは 関めしてゆくものかもしれなし、。
何かしてみたい気持ちはあるのだが， iそれが何か」まだっ 第2回面接時I(Sさんは会うなり 「ζの間の箱庭の右
かめない状態だという。もう一度就職する気はなし、かと の部分は死の世界ですJと意気ζんで言った。茅葺の家
矢野が尋ねると， iありません。仕事をしていた頃のつつ は流産した子どものような気がするという。流産の経験
ばりや男勝りは捨てました。そうでないと今までやって の意味を，もう一度とらえ直す時期にさしかかっている
乙れなかったです」ときっぱり答えた。 のだと思われる。
第9回箱庭(昭和57年 4月13日) 作成時間:40分 第2回箱庭
しばらく砂の感触を楽しんだ後，表面を平らにして玩 ζの作品が前回と異なる点、は，池が大きい上1[.中央1[.
呉を置き始めた。まず右下の部分を白い柵で囲んで，柵 位置している乙とである。 Sさんの心の中で 「母なるも
の中lζ犬，人tr;，ピアノ，プランコ.おじいさんとおば のJとの触れ合いが宰そかになりつつあるのであろう。乙
あさんの人形，ハープとラッパをもった動物，木の箱な れはまた現実1[.2児をもっSさんの，母親としての役割
どを所狭しと置いた。欄の外は椅子とテーブノレが置かれ に焦点が絞られつつある状況を反映しているともいえる
ている。 のではないか。
前回と今回の作品の共通点は，左上1[.山と針葉樹があ
るζと，右上の部分が他とは異なる雰囲気をもっ世界に
なうている乙とである。
第3図面接時1[.，S dんは池の左側の人形はHと妹で
あり，右倶IJの男の子は自分で，自分が池のむこうの子ど
もたちを呼んでいるような気がする.と感想を述べた。
後でわかったととだが， Sさんは自宅で箱庭の構図と
感惣を記録していたそうである。
図10
日のSさんに対する甘えと，妹とのけんかはましにな
ったそうである。「母屋」の乙とは気にしないように努め
ているが，またどうしても自白かきかない乙とがあると
し、う。
考 察
l 各箱庭作品の考察
第l回箱庭
矢野の宗教的という印象は，白うさぎと白馬から得ら
第3回箱庭
今回も，水の領域がさらに拡大して，池から海になっ
ている。今固までの3つの作品を通していえることは，
いずれも左上に山と針葉樹があり，左下は犬のいる和や
かな世界1[，なっている乙とである。 Sさんは犬が好きで
実家では飼っていたというから，左下の世界はSさんの
心の故郷といえるかもしれない。
今回初めて，木の箱やタイノレといった，具体的な意味
をもたない玩具が用いられている。それが今後の自由な
イメージ表現の下地κなるのではないかと恩われる。
Sさんが自発的IL作品を自宅で記録している乙とは既
lζ述べたが，第3回以降の作品の印象は，どうしても文
( 5 ) 
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章にならないという。次第に作品がSさんの意識では，
とらえられないものをも表現するようになっていったと
推測できる。
第4回箱庭
今回の作品は乙れまでと全く異なり，日常を綴れた抽
象的ともいえるものになっている。第 l回箱庭の右上の
部分が拡大されたようでもある，赤い目の白馬は白うさ
ぎを連想させ，どζか宗教的な飽きをもっている。
砂で表現された流れはSさんの心iζ渦まくエネルギー
を象徴しているようである。駆ける馬，流れに逆らう岩，
叡弄されるもみじ，がそのような印象を強めている。流
れの中の岩は.無意識のエネノレギーに流されまいとする
Sさんの意識の鐙のように恩われる。
矢野は乙の作品の美しさに深く心を打たれた。
第5回箱庭
今回の作品は構成が第3回箱庭と酷似しているが，第
4回箱庭をはさんで，次元が深ま っているようである。
今回の作品では日常性が薄れ，表現の枠にはまった硬さ
が消失している。前固に引き続いてSさんは使いたくな
かった玩具を無意識に使ってしまう ζとをしている。乙
れはSさんが今まで避けてきたもの，否定してきたもの
を自分の内にとり入れるという心の動きを象徴している
のではないだろうか。
第6回箱庭
勉強の乙とでは子どもの自主性に任せようと決心して
1カ月たつが.迷いの多いSさんの心の中を反映してい
るような作品である。
乙れまでの作品と比べて，まとまりの悪い平板な今回
の作品は，sさんの内面が変化しつつあるという過渡的
状況を示しているようだ。乙の 「遊びJの多い作品が，
Sさんの殻を破るという心の動きを表わしているとすれ
ば.そ乙?と肯定的な意味を見いだすζとができる。
第7固箱庭
ζの海底のイメージをもっ作品には， sさんのホッと
した気持ちゃ感情の豊かさが表われている。右下iζ大き
な員をなぜ向いたのかとSさんは自問していた。第3回
箱庭で.樹の背後11::隠、れていた員が姿を現わしたような
印象を矢野は受けた。女性K関連した何らかの問題の存
在を示しているようだが.今のと乙ろ明らかではないと
し、える。
(6) 
第8回箱庭
前回の作品が動きの少ない海底を表現していたのに対
し，今回は山と川のある，広がりをもった世界を表現す
る作品になっている。左上から右下への流れは，動き出
したSさんの心のエネルギーのようである。2つあった
流れがひとつになったととは， sさんなりκ心の中で，
問題の見通しがついた乙とを示すものだろう。第 l回箱
路で流産した子どもを象徴していた4軒の茅廷の家が，
今回は左下IL:納まっている様子から，流産の経験がSさ
んの心K車内って.片がついたのではなL、かと推測できる
のである。
ハープとラ yパをもった動物の，門出を祝って高らか
に歌いあげている様子と.虹の形をしたかけ橋は，ζの
作品IL:栄光のイメージを与えている。矢野の印象では，
今回で一段落ついたという感じが強いが，sさんは 「も
うー ・度来ますJと言って.次回で面接を終了する意向を
矢野iζ伝えた。
第9回箱庭
乙れまでの作品がSさんの心の内面の表現であったと
すれば， ζの最後の作品は，sさんが現時点において送
択したひとつの解決策を象徴しているように思われる。
Sさんが抱えていた問題は， r母屋」に対して異常なま
でに気を配って，非難の余地のない嫁であろうとしたた
めに.子どもに対して余裕をもって接する乙とができな
かったととにある。乙の作品が示すSさんの解決策とい
うのは.意識的に「母屋」を排除した世界を築き，そ乙
で楽しく暮してい乙うとするものだと矢野は感じた。
以上のように各箱庭作品を考察してきたが，当面の解
決方法を示すと恩われる最後を除いて， 8作品を並べて
みると，母性と宗教性という2つのテー?を明らかに見
いだすζとができる。箱庭における乙の2つのテー7の
展開が， sさんの現実局面とどのような関わりがあるの
かを考えてみたい。もちろん短期間Kおζったイメージ
上の変化IL:，現実場面での変化がついてゆく ζとは不可
能であり， sさんには箱庭終了後イメージの変化を，現
実綴面でゆっくりたどるという課題が疲されているのだ
カ1・・ー ーー。
1.母性
箱庭における水の領域の拡大は，sさんの母性が建か
になっていった乙とを象徴している。乙れは母親として
余裕のなかった自分を反省したSさんが， Hの甘えを受
け入れる余裕をとり戻す過程として示されているが，乙
の乙とは， sさんが心の!flの 「母なるもの」と触れ合っ
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た乙とにより可能となった。 Sさんは砂と戯れる ζとに
より，再び童心Kかえり，母なる土K甘えるという体験
をしたのだと恩われる。乙の 「母なるもの」とのつなが
りを得て，自分の母性を豊かにする乙とができたのだろ
つ。
2 宗教性
矢野と出会う前Ir.，不動さんに詣ったという Sさんの
心の中には，既iζ宗教的なものを求める気持ちが生じて
いたのだろう。第 l回.第4回，第5回の箱庭は明らか
に宗教的なイメージがある。第4固と第5回Ir.用いられ
た赤い目の白馬と八角堂は，ともにSさんが使いたくな
かった玩具であり，宗教的な雰囲気をもっている。
Sさんの心には.宗教による精神的な支えを求めると
同時に，自分の罪をあがないたい気持ちがあったのでは
ないか。 Sさんには，自分の母性の乏しさが流産および
Hの問題を引き起こしたという自責の念があったようで
ある。 Hの乙とで悩み，流産の経験が心にひっかかるよ
うになって， sさんは不動さんに詣って一時的に気持ち
が休まったが，面接終了後かなりたってから，自分なり
に流産した子ともの霊と先祖を祭る乙とで，実の心の安
定を得る乙とができた。子どもの霊lζ ミノレクを供えると
いうSさんの行為には，悶罪の気持ちが乙められている
ようである。乙の意味において.宗教性のテー 7は前述
した母性のテー7 と深い関わりがある。
1 面接終了後
商緩終了の時点では， sさんとHの関係は安定したよ
うにみえたが，その後新たな問題が生じてきた。
約l年後Ir.Sさんと再び会う機会があった。 Sさんは
長かった髪を短かくして，少しやせて別人のように矢野
にはみえた。子どもの自主性を尊重すべきだと頭ではわ
かっていながら，子どもに干渉せずにおれない自分の矛
盾Ir.苦しんだ‘.と Sさんは語った。 ζの問題はSさんの
内面奥深く関わるものだったらしく，その苦しさを 「玉
ねぎの皮を l枚 l枚はぐように，自分の殻を破っていく
つらさJと形容した。
Hは勉強K関して無気力な態度をとるようになり ，s 
さんを困惑させ，いらだたせた。 Hの無気力な態度は，
子どもの自主性を噂毒するといいつつ干渉せずにおれな
いSさんの矛盾を， sさんにつきつけ，そ乙から自をそ
らす乙とができないようにしていた。 Hによって引き起
乙されたSさんの苦悩は， sさんが宗教に心の支えを求
めるほと深いものであった。 Seさんは各種宗教団体から
度々入信ーの勧誘を受けたが，自分の求めるものはそ乙か
ら得られないと感じ，勧誘を拒み続けた。
Sさんの苦悩が頂点K達したとき， Sさんは流産した
( 7 ) 
子どもの霊と両家の先組を祭る方法を自分なりに見いだ
した。このことはSさんiζ心の安定と支えを与えた。乙
のSさんの見いだ、した「守りjは.第 l回箱庭の白うさ
さに象徴されるとSさんは感じており，自分の苦しみを
減じてくれるものではなL、が，苦しみに耐える力を与え
てくれるものであると述べた。
一方日は無気力になる乙とで，sさんの無意識的母性
のもつ支配力と心の葛藤から，自分の身を守っているよ
うである。返行してSさんK甘える ζとにより， Sさん
とのつながりを再篠認したHの心fr.，次第花王見離れの動
きが生じてきた。 ζれと並行してSさんの心にも，子ど
もの自主性を尊重すべきだという意識が生じてきたと恩
われる。Hの場合，親離れは自然な発達の結果という ζ
とができるが， sさんの子離れは意識的に努めている商
が顕著である。 Hの無気力な状態は表面的には否定的な
形をとっているが，日の健全な自立志向から生じたもの
だと肯定的fr.解釈できるであろう。
1 Sさんの発達過程
ζ 乙でSさんを例にとって，女性の生き方について考
察したい。 Sさんは自分の内の精神性，つまりアニムス
にめざめたという点で，典塑的な女性というととができ
る。
Neumann刊 によると，女性の心理的発達は 「自己保
存の段階」から 「父権的ウロボロス段階Jを経て，それ
まで否定していた女性の本来性を回復した後，男性性を
内固化する作業により， r男性的なものと女性的なものを
内に宿す全体性jの最終段階K到達するとされている。
「自己保存の段階」とは，母娘共生関係に象徴される
ように.意識という形の男性性の介入がない心理状態を
さす。
次に父権的ウロボロスの介入により，女性は自己放棄
という新しい経験段階lL達する。ζの経験は精神的性格
のものである。意識の発達は男性的なものによる女性的
なものの否定的評価を伴う。 「父権ウロポロス段階Jでの
固着は，必然的に大地の袋失とグレートマザーへの敵対
を招く。女性が精神の奴隷となり ，グレ トー マザ とーの
関係に亀裂を生じると，子を産み母となるという女性の
自然な傾向を発達させる ζとができなくなる ζ とを，
Neumannは筈告している。ζれは精神によって肉体を
支配しようとする恩森期やせ疫の心性を連想させるが
流産をくり返していた結婚当初のSさんにも当てはまる
のではないだろうか。
男勝りで頑張り毘だった結婚前のSさんは，精神性，
あるいは男性性の同化志向が強かったといえる。 Sさん
の箱庭の左上にしばしば山と針葉樹が位置していたが，
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孤高のイメージがただよう左上の世界は， sさんの心の
精神的な世界を象徴しているように恩われる。
学校という男性的価値を重んじる空間に属する期間が
長ければ，その影響を受けて，女性も自分の心の中にあ
る男性性を白ざめさせる乙とが容易となる。今日の社会
の風潮も，女性が意識を発達させる傾向を助長する一固
となっている。女性が意識を発達させようとすると，必
然的に女性性を低く評価する乙とになり，女性性は二流
の劣ったものとみなされがちである。
自分はけじめをつける性格だという Sさんは，母親で
ありながら.父性的な面をもった人である。無意識的に
は母性的なエネノレギーを豊かにもっているが，意識的に
は父性的な価値観に基づいて行動している。子どもの学
業成績に乙だわる傾向は， sさんのみならず現代社会一
般の傾向でもあるが.乙れは学校I[代表される父性的価
値観の影響を強く受けすぎた結果である。 Hは感受性の
鐙かな創造性の高い子どもであるが， Hの能力は学校で
は正当に評価され難い。子どもの持つ良い面の中で.学
校では評価されない部分を認めるのは，親の役目になら
ざるをえないのだが，親も教師のような目で子どもを見
てしまいがちになるのではないか。以上述べたようなS
さんの父性的態度は， sさんの母性を阻むものになって
いる。
またSさんのもつ男性的側面の一例として集中力をあ
げる乙とができる。集中力は学校では高く評価され，職
場でも能率よく仕事をとなす能力として役立つた乙とだ
ろう。しかし子どもの養育に関する限り，乙の集中力が
災いする可能性がないとはいえない。母親が子ども以外
の何かに関心を集中させている問，子どもは心理的K母
親不在の状況を経験する乙とになるからである。結婚後
のSさんは「母屋JI[気をつかうあまり，自分の母性を
仰圧していたといえるだろう。
自己主張の許されない嫁となったSさんは，完全な自
己否定を経験した。それまでの能動的な態度を捨てて.
ひたすら「母屋Jに忍従する立場に甘んじる乙とは，男
勝りのSさんにと って，かなりの苦しみであったにちが
いない。それまでの価値観が全く否定される世界で苦し
んだ末lζ，やっと「馬鹿になる乙とができる」まで，流
産という象徴的な自分の死を何度も経験しなければなら
なかったとは.どんなに苦しい体験であったととだろう。
男性的価値を重んじるSさんlとすれば， i母屋Jf[仕える
生活は.全く無意味なものに恩われたようである。実際
IζSさんは自分は結婚してからは成長していなかった，
と語っている。しかし，果たしてそうだろうか。
自分の能力が発揮できる職場を捨てて， sさんが結婚
(8) 
したという乙とは，心の中f[i父権的ウロボロス段階J
からぬけ出そうとする志向性があったからだと恩われる。
そうでなければSさんはアニムスにとりつかれたままで，
f男並みに」仕事を続けていたであろう。「母屋JK仕え
るという経験は， sさんが成長するために必要なもので
あったと考える乙とができる。
一見不毛にみえる苦しい年月をふり返る時期にさしか
かったSさんは，箱庭作成を契機としてその課題にとり
組み，それまでないがしろにしてきた母性を回復すると
とができた。面接を終了したとき， sさんは長いトンネ
ノレをくぐり抜けたかのようであった。しかし，間もなく
新たな苦しみがSさんを待ち犠えていた。それは一言で
いえば子離れの苦しみなのである。
Sさんの場合，一旦赤ちゃん返りして自分に甘えたH
が，自分から巣立ちつつあることを頑では理解していな
がら，感情面では納得できないようである。
それまで自分の母性を抑えていたSさんは.Hの甘え
を受け入れながら母性を豊かlζ していった。しかし.そ
れは同時に母性の否定的側面を顕在化させることでもあ
った。 Hの学業成績に乙だわり，干渉せざるをえないと
いう Sさんの問題は， sさんの母性のもつ無意識的な支
配性と，父性的価値意識という両面を含んでいる。前者
f[焦点を絞れば，子どもをたえず支配して自分K従わせ
ようとする無意識的な衝動を，意識によっていかにコン
トロールするかがSさんの課題である。そのためには，
意識，すなわち男性性を自分の内で発達させることが必
要となる。しかし.内なる男性性，母性のどちらかを抑
圧するのでなく，両者を活性化させた上で措抗させると
いう課題は，容易に主主行できるものではない。それは母
性と男性性の閣のノミランスをとるという乙とではないよ
うに思われる。無意識的な母性と切れた意識ではなく，
ど乙かでつながった意識によって乙そ，母性の否定的側
面をコントロ←Jレするζとが可能となるのではないか。
Sさんのもつ父性的価値意識は.sさんが外からとり
入れたものであり， sさんの無意識とつながっていない
点I[問題がある。無意識と切れた意識がし、かに無力なも
のであるかは， sさんが子どもとの関係で四苦八苦して
いる様子からもうかがう乙とができる。それは， Neu-
mannが 「男性性の内面化」と呼ぶと乙ろのものとは異
なるものである。内面化された男性性とは，外からの借
りものではなく，自分のものとなったという意味におい
て，無意識に背反するものではなし、。内面化された男性
性は，むしろ社会の価値観に押しつぶされないだけの強
さをもち，自分の内なる価値を信じる乙とができる強さ
をもった意識である。無気力というネガティブな状態iζ
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ある子ともの"J能性を信じて.子ともの成長を見守り続
けるためには， 1:に述べたような窓識の強さか必要であ
る。
SさんのHに対する態度は.過干渉と主主任の両紙端を
皇位りfのように緩れ動きつつ.適切な関係を模索してい
るようである。 vonFranzは「相手に呑み乙まれるとい
う感じを与えず.ひややかに放問されているとも感じさ
せないためには，さまざまな微妙な配慮を要する。乙乙
iζ1~い意味の弧独，すなわち自立と交付的なものの食婆
性との差がある lと述べているへ
一時は共生的とさえいえる密接な関係を，母親である
自分との聞にもった子どもが，自分から総れていく乙と
を見守る乙との図鑑さをSdんは経験している。 iこども
は自分とは全く 53!]の人格をそなえた人間なのだという.
3長級当然の乙とを認、めることは.子どもを持ったがゆえ
の弧独を母線i乙味わわせるのである。
男性性の内面化(;1，男並みに仕事をする乙とによって
口I能となるのではなし、。むしろ弧独にじっと耐え.日寺か
来るのを待つという女性的な什事によって司能になると
いうパラドックスが，女性の心開発達の場合あるのでは
ないか。それはa"!定の上では矛盾するけれども.女性に
よって内面化された男性性は.もはや「男性性」とは呼
べないものになっているかもしれないのである。結婚し
た後，今もSさんが志向しているのは， I男性性の内由
化Jという困艇な課題ではないたろうか.とて医者は考え
ている。
要 約
Sさんにと勺て箱庭作成は.心の中の rf琶なるものl
との接触を回彼し，それまで抑任してきt-白分の母併を
のかにするき っかけとな「た。
[制緩終了後， Sさんはjf!!J干渉に代表される母性の低定
的側IJ而をし、かIC:意識でコントロールするか.という問題
に直面した。
Sさんのたどりつつある発送過程は，怠識に目ざめた
1;:.性が，一旦否定した女性の本来性をいかに回復し，そ
して借りものであった男性性苓し、かfLして真R自分のも
のにするか，という課題をぶしている その過程に伴う
孤独と苦しみに耐える力を与えてくれる精神的支えを，
Sさんが自分なりに見いだしたととは秘織的に評価でき
るのではないか。
Ji;}:後IC:，箱庭作品と卒lO.なJ;Sし合いによって，女性の
生き方についてJ57えさせてドさったSさんに対し，深く
感謝いたします。
( 9 ) 
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Summary 
The present study IS an attempt to describe the psychologica 1 development of a mother in her 
mid-30's， who had a 9-year-old boy and a 7-year-old girl at the time the interview started. 
She and the authers had 9 sessions during 7 months from October 1981 to April 1982. Each 
session， including a sand play and an lllterview， lasted about 90 minutes. 
A series of the sessions has shown that there are two themes represented in her sand play works; 
motherhood and religion-orientedness. She made use of the sessions as an opportunity to take up 
self-insight. 
Her inner development is outlined as follows; 
She was already aware of animus in her at the stage of adolescence. She acted out her animus 
through her career aftcr the graduation of a junior college. But she gave up her career when 
she got married. She has gone through self-sacrifice in her marriage life， which was closely 
tied to a patriarchal family system. Her trial to be a perfect wife caused her miscarriages 
several times. Even after she had two children， she had to neglect her role as their mother. 
Her son's watercolor made her reahze the lack of motherhood in her shortly before she starled 
the sessions. 
In the process of her sand play sessions， she gradually cultivated her motherhood. But this 
process also manifested the negative side of motherhood; meddling and overprotection 
The task that faces her is to control it by means of her consciousness. This leads to the 
final stage of feminine psychological development formulated by Neumann，the stage of internahzlllg 
am口lUS.
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